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蜜源植物増殖総合研究事業は、レングを主とした蜜源植物の安定した繁殖
と

アルフアルフアタコゾゥムシによる食害防除を目的として、機能微生物による

レンゲ抵抗性の増進および害虫排除の研究を進めています。参加機関は、(一社)

日本養蜂協会、鹿児島大学、鹿児島県、熊本県、宮崎県、
バイオプロジェク ト

(株)および農水省で構成され、また、推進委員会には筑波大学、静岡大学、岡

山県も参加 しています。本事業は、3年の研究期間で実施され、研究費に
ついて

は日本中央競馬会の補助を受けています。
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目
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置
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